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すべての子どもたちのための教育とは

熊平 美香

静岡市総合教育会議
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『リフレクション』と『対話』を日本の当たり前に! 

⚫ ハーバード大学経営大学院MBA取得 

⚫ ファミリー企業の変革推進 

⚫ 藤田田に弟子入り、新規事業の構築 

⚫ 学習する組織の普及啓発 

⚫ 昭和女子大学キャリアカレッジを創設し、ダイバー シティの推進 

⚫ 21世紀学び研究所を設立し、「リフレクション」と「対話」の普及啓発 

⚫ 経済産業省「人生100年時代の社会人基礎力」にリフレクションを

提案・採択 

⚫ 文部科学省中央教育審議会委員、経済産業省未来の教室と

ＥｄＴｅｃｈ研究会委員等を歴任

⚫ NHK Eテレ教育番組「プロのプロセス」でリフレクションを紹介
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/bangumi.cgi?das_id=D0005180418_00000

昭和女子大学キャリアカレッジ 学院長
青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科

国際マネジメント専攻 特任教授
クマヒラセキュリティ財団 代表理事

一般社団法人21世紀学び研究所 代表理事

熊平 美香

21世紀学び研究所

https://learning-21.org/
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本日お話したいこと

⚫幼小接続

⚫不登校

⚫多様性の包摂

⚫最後に
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幼小接続
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小学１年生が直面する６つの変化

１．頂点から底辺への移行

２．時間割のある生活

３．机に向かって勉強

４．興味関心ではなく教科書が起点

５．先生との関係 生活から授業へ

６．お友達と交流する時間 減少

1年

6生
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子どもの発達

遂
行
機
能
に
関
す
る
技
能
の
習
熟
度

※Harvard University Center on the Developing Child (ハーバード大学子ども発達センター)

人間の脳は、生まれてから５年間、最も早く、最も著しく成長する。この期間に、「遂行機能」と
「自制心」を発達させることが、生涯にわたるウェルビーイング(幸福)につながると考えられている。

〔幼児期に発達する遂行能力〕

20歳 40歳 70歳

養育環境や個々の特性に起因する発達の遅れのある子どもに対しては、幼児期から
学齢期への円滑な移行を見据え、幼小が連携して発達を支える仕組みが必要である。

４歳から５歳の成長が、最も著しく

成人の遂行機能

小学６年生の遂行機能
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真の民主性は対立に基づく 意見・気持ちｘ理由を伝え、聴き合う

感情を扱う・怒りを鎮める 3つの帽子とステッププラン

小学生になる準備

〇〇が好き。
なぜなら・・・。

ケンカする

話し合いで
解決する

我慢する

意見が違っても友達でいてよい！！

反対賛成 うれしい気持ち。
なぜなら・・・。
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子どもの主体性 小学生・幼児の『参加の階段』

「参加の階段」というレッスンでは、参加には階段が
あることを学ぶ。先生は、日常の生活の中で、参加
の階段を示し、子どもたちが主体性を育む機会を
設ける。

⚫ 主体になる
子どもが自分たちですることを考えて、自
分たちで計画し、自分たちで実行する

⚫ 一緒に決める
何をするかを、先生と子どもで一緒に考
えて、決定する

⚫ 一緒に考える
先生が子どもにアドバイスを求めるが、
何をするかは先生が決める

⚫ 選ぶる
先生がいくつかすることを考えて、子ども
にたずねて、選ばせる

⚫ 課題をもらう
先生がすることを考え、誰がなにを担当
するか決める

多い

少ない

多い 少ない

子
ど
も
た
ち
の
影
響

先生の決定権・影響

0.過保護
先生が問題を解決する

1.命令
先生が考えて決める

2.選ぶ
先生は、選択肢を提示

3.意見を求める
先生の計画や決定に、意見を求める

4.一緒に考える
計画から一緒に考え、最終決定は先生

5.一緒に決める
計画・決定に先生が参加、一緒に実行

6.オーナーシップ
子どもが計画・実行、先生は確認

参加の階段を前提に持ち、活動ごとに、子どもたち
にどこまでのオーナーシップを与えるのかを考えて、子
どもたちに問いかけ、話し合いを促す。

子どもたちの「参加の階段」 先生の役割
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朝日新聞 GLOBE
+

日本でも広がるオランダ流教育 5歳から「違い」を学ぶ自主的に行動を始める子ども

公開日：2025.12.05

https://globe.asahi.com/article/16182728

湧別町にある町立認定こども園で、レッスンを受ける子どもたち
レッスンは、お互いの表情が見えるように円の形に座って行う

2025年8月、北海道・湧別町、秋山訓子撮影

http://#
http://#
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不登校
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不登校の子どもたちの声
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不登校の子どもたちの声

不登校のこども：学校で不安・不満に感じる点

不登校のこども：学校についてもっとこうなったらいいなと思うこと

日本財団 こども1万人意識調査報告書（2023年9月）

友達

勉強

クラスの人数

先生
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不登校の子どもたちの声

不登校のこども：教育を受けるために希望する制度やサポート

家庭でこうなったらいいなと思うこと、また、あったらいいと思うサポート

日本財団 こども1万人意識調査報告書（2023年9月）

オンライン 小人数
メンタル
サポート

経済

勉強

家族
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友だちと共に生きる基礎力
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心理的安全性 心の教育が鍵

多様性の包摂 感情を聴き合う

心地よく一緒に過ごすために

友だちの気持ちを評価しない
オランダの小学校６年生の事例

⚫ 「僕は、小学校卒業試験という１回の試験で、
進路が決まってしまうと思うと、ドキドキして不安な
気持ちなんだ」

⚫ 「ふ～ん。そうなの。私にはその気持ちない
みたい。もっとどんな感じなのか教えて」

⚫ 周囲の人に対して、素の自分を見せることを自
分自身が受け入れられる状態。

⚫ 素の自分を見せても、周囲の人に受け入れても
らえる安心感。

100点

こころ学力

多様性を包摂する多様性を眠らせる

⚫ お互いを尊重し合い、みんなが参加し、力を発揮
できる。
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多様性の包摂
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授業と学ぶ意欲
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https://www.mext.go.jp/content/20250410-mext_kyoiku01-000041658_02.pdf

授業が自分の能力に合っていない
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赤ちゃん・幼児・小学生の学ぶ意欲

どんな“すごい”が未来をつくる？

Lectica VCoL+7—the Virtuous Cycle of Learning
https://www.youtube.com/watch?v=NldG2M1rynU

学ぶ意欲の法則

赤ちゃんの学ぶ意欲

出典：レクティカ研究所出典：静岡市教育委員会 議論進行中の資料

http://#
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平等から公平へ

9年間の
学校生活が
人生に与える

影響

九九、割り算ができない
中学生

本当は勉強ができるように
なりたい。

【学校】

https://betterbikeshare.org/2019/10/24/equity-vs-equality/

平等

公平

https://scrapbox.io/nishio/Equality_v.s._Equity

公平とは、子どもの置かれている状況や特性、必要性の違いを踏まえ、それぞれが同じスタート
ラインや機会に近づけるよう、支援や配慮を調整すること。

毎年、こういう子はいる。
卒業できることを願う。

教師 ケースワーカーさん

15分 勉強できたらすごいこと
だから。あまり無理せずに。

【寺子屋】

平等 公平
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多様で複雑な子どもの実態を前提に
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多様で複雑な子どもの実態

Learning for All  2024年度年次報告書

日本の子どもは 9人に1人
(11.5%)が貧困状態に
ある。また、子どもたちが直
面している困難は、決して
「経済的な困窮」だけでは
ない。

⚫ 政策提言：こども家庭庁 こどもの居場所部会委員
⚫ 尼崎おなかまプロジェクト：尼崎市の子ども支援に携わ

る行政と民間団体が共通の研修を実施。年間5回の研
修に約120名が参加。

⚫ つくば市職員向け研修プロジェクト：つくば市のケース
ワーカーやソーシャルワーカーを対象に、スキルアップと連携
強化を目的とした研修を実施。全5回の研修に61名が
参加。

団体名 認定NPO法人Learning for All 
(ラーニングフォーオール) 

活動開始 2010年6月(当団体は2014年7月23日設立) 
従業員数 職員58名、業務委託28名、インターン39名

（※2024年3月末時点）
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多様で複雑な子どもの実態 4人の子どものストーリー

Learning for All子ども包括支援 実践報告書 2020年度版

多様で複雑な子どもの実態に合わせて、子どもの育ちを支援するために、学校は、家庭や地域
と連携していく必要がある。
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子どもを支える大人たちが直面する困難

「子どもたちを支える大人」もまたそれぞれの立場で課題を抱えており、「子どもたちの声」を起点
とした必要な支援を、全ての子どもたちに届けることが困難になっている。

Learning for All  2024年度年次報告書

子ども包括支援 実践報告書 2020年度版

支援体制 直面する課題

異なる立場で子どもたちに関わる支援者が、いかにタイムリーに協力・連携し、子どもの現状
を把握し、必要な支援を行えるか、そのために何が必要かを検討する必要がある。
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最後に
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児童館 公民館

子ども食堂フリースクール

学童

民間の居場所・学習支援教室

塾

地域住住民

地域・家庭・学校の協力体制

https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/53280/002.pdf

こどもまんなか

”すごい“学びが未来をつくる

家庭 学校

地域

児童相談所 児童養護施設 病院

保護センター

家庭・保護者

学校

静岡市教育大綱

福祉事務所 児童家庭相談所

教育支援センター

教育委員会

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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【参考】対処療法の課題

システム原型 問題のすり替わり

【B1:応急処置ループ】問題が発生しているとき、その問題の症状への対症療法で症状を緩和する。

【B2：根本解決ループの右側】その一方で、問題の根本原因を取り除くような根治療法は、しばしばリソース、時間、難易
度などの理由で実施することが難しく、二本線を引いているつながりはなかなか進まない。

【R3：悪循環ループ】その一方で、対症療法の副作用が根治療法の実施を妨げ、しばしば根治療法の実施の基盤となる
能力や体制を損なわせる。その結果、問題の根本原因は放置されるので再び問題の症状が発生します。そうすると、過去「う
まくいった」と認識している対症療法を再び取ってしまい、その副作用が根治療法を妨げる悪循環が繰り返し回る。

挙動(パターン) 構造

B1

B2

R3
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